
必要なプラン/コース 初期設定に必要なアカウント
プラン/コースに関する

お問い合わせ

freeeサイン ■ kintone連携プラン

■ Light,Light Plus,Proプラン
+API連携オプション
+kintone連携オプション

■ Pro Plusプラン
+kintone連携オプション

全権管理者 https://www.freee.co.jp/sign/plan/kintone/

kintone スタンダードコース 管理者 https://kintone.cybozu.co.jp/price/

※ご利用には下記の環境が準備できていることをご確認下さい※

freeeサイン for kintone

初期設定マニュアル

2023年06月30日更新版

https://www.freee.co.jp/sign/plan/kintone/
https://kintone.cybozu.co.jp/price/
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目次 ※本マニュアルの設定は管理者権限ユーザーで実施してください。

■事前準備

はじめに： Kintone連携の概要とkintoneコネクタについて ・・・・ P3～P8

ステップ①： 本設定を実施するアカウントのユーザー情報とアクセス権を確認する ・・・・ P9～P16

ステップ②： freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する ・・・・ P17～P21

ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定 ・・・・ P22～P26

ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する ・・・・ P27～P33

※必ずステップ①～④の準備を実施してから、接続設定にお進みください

■接続設定

ステップA： freeeサインとkintoneコネクタを接続する ・・・・ P34～P40

ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する ・・・・ P41～P54

ステップC：
Kintoneコネクタからfreeeサインに登録したテンプレートの
アプリを作成する

・・・・ P55～P59

■連動設定（アプリを動作・同期させるための設定を組み込む）

ステップD： 作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する ・・・・ P60～P68

ステップE： freeeサインの設定にWebhookを登録する ・・・・ P69～P76

- 設定完了- テスト動作を実際する前に、必ず操作マニュアルをご参照ください。
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はじめに： kintone連携とkintoneコネクタについて

- 目次に戻る -

開始

はじめに 事前準備 接続設定 連動設定 設定完了
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はじめに： kintone連携とkintoneコネクタについて

1.Kintoneとfreeeサインを連携する事で、kintoneの操作のみでfreeeサインで

文書を作成・送信・締結を実施します。

2.作成・締結した文書はkintoneにアップロードされ、kintoneで一元管理できます。

3.Kintoneと連携するためにはkintoneとfreeeサインを連携する設定を行いますが、

kintone連携ではkintoneとfreeeサインをつなぐための中間コネクタとなる

kintoneコネクタを利用しています。

Kintone連携で文書作成～締結完了の流れが次ページのイメージをご覧ください。

4
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はじめに： kintone連携とkintoneコネクタについて

kintone

Kintoneコネクタ
（双方を間でつないでる中間コネクタ）

受領者

テンプレート
登録

取り込んだ
テンプレートの
アプリを作成

アプリから
文書作成

Webhookで通知

文書作成完了

Webhookで通知

操作

文書送信

Webhookで通知

操作

freeeサインから
テンプレートを
自動取り込み

通知を受け取り
freeeサインで
文書が作成される

通知を受け取り
送信準備完了

通知を受け取り
freeeサインで
文書が送信される

送信

署名

署名された事を
Webhookで通知

通知を受け取り
締結準備完了

操作

締結

Webhookで通知

通知を受け取り
freeeサインで
文書締結完了

管理者
事前準備

操作

担当者のユーザーは
Kintoneの操作のみ

5
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はじめに： kintone連携とkintoneコネクタについて

kintone

接続設定

Kintoneコネクタ

①ステップA：
freeeサインとkintoneコネクタを接続する

②ステップB：
kintoneとkintoneコネクタを接続する

③ステップC：
kintoneコネクタから
テンプレートアプリを作成する

連動設定
④ステップD：

kintoneアプリにWebhook URLを登録する

接続設定

連動設定
⑤ステップE：

freeeサインにWebhook URLを登録する

接続設定

テンプレートを登録

操作するメンバーを登録
（招待）

管理者ユーザー

連携するためには、管理者ユーザーにて

Kintone・freeeサイン・Kintoneコネクタを

接続と連動させる設定を実施する必要があります。

6
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はじめに： kintone連携とkintoneコネクタについて

＜接続設定を行う前に＞

ご利用環境や準備状況によって思うように設定が進めない場合がございます。

本マニュアルでは、スムーズに設定を実施いただけるよう

事前準備を実施いただいたうえで、初期設定（接続設定・連動設定）を

実施いただく流れとなっております。

必ず事前準備を実施していただいてから、初期設定を実施いただきますようお願いいたします。

7
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8- 目次に戻る -

完了

はじめに 事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

次回は：事前準備＞ステップ①：cybozu共通管理から本設定を実施するユーザー情報を確認する

はじめに：kintone連携とkintoneコネクタについて
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- 目次に戻る -

済

はじめに
ステップ①

開始

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

ステップ①： cybozu共通管理から本設定を実施する

 アカウントのユーザー情報を確認する
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＜概要①＞

kintone連携では、kintoneで操作・設定するユーザーとfreeeサインに登録しているアカウント（メールアドレス）が

同一である必要があります。

Kintoneではメールアドレス欄とは別にログイン名に“任意の名前、またはメールアドレス”を登録できるため、

ログイン名とメールアドレス欄に別々のメールアドレスで登録する事も可能です。

kintone連携で文書の作成および送信を実施するにあたり、最初にkintoneの「ログイン名」が

メールアドレス型であるかをチェックします。

メールアドレス型ではない場合、「メールアドレス」欄にアドレスが登録されているかを確認します。

登録されている場合には“freeeサイン”と同じメールアドレスであるかをチェックします。

※いずれかに一致する事で文書の作成および送信が実施いただけます。

なお、「ログイン名」がメールアドレス型の場合には、“ログイン名”のみのチェックとなり、

登録しているメールアドレスがfreeeサインと同じメールアドレスかをチェックします。

次ページへ進み、初期設定および操作をするkintoneユーザーの“ユーザー情報”をご確認ください。 10

ステップ①： 本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

10
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1.「cybozu.com共通管理」ページを開きます。

2.左側メニューより「組織/ユーザー」を選択し、「組織とユーザーの設定」を開きます。

3.「組織」一覧から所属している組織を選択し、設定する管理者様の  アイコンをクリックします。

11

ステップ①：本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

1

2

3



Copyright © 2022 freee sign Inc. All Rights Reserved.

パターン①  ログイン名 ：非メールアドレス型

 メールアドレス：未登録

12

1.「ユーザー情報の編集」ページより、「ログイン名」と「メールアドレス」欄のパターンを確認します。

※パターン②④⑤⑥に該当する場合はステップ②へ進みます。パターン①③⑦⑧⑨に該当する場合は、次ページへ進んでください。

12

ステップ①：本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

パターン②  ログイン名 ：非メールアドレス型

 メールアドレス：freeeサインと同じアドレス

パターン③  ログイン名 ：非メールアドレス型

 メールアドレス： freeeサインと異なるアドレス

パターン④  ログイン名 ：freeeサインと同じアドレス

 メールアドレス：未登録

パターン⑤  ログイン名 ： freeeサインと同じアドレス

 メールアドレス： freeeサインと異なるアドレス

パターン⑦  ログイン名 ：freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス：未登録

パターン⑧  ログイン名 ： freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス： freeeサインと異なるアドレス

パターン⑥  ログイン名 ：freeeサインと同じアドレス

 メールアドレス：freeeサインと同じアドレス

パターン⑨  ログイン名 ：freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス：freeeサインと同じアドレス
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パターン①  ログイン名 ：非メールアドレス型

 メールアドレス：未登録
＜対処方法＞
①メールアドレス欄にfreeeサインと同じアドレスを登録する

13

1.前ページで該当したパターン①③⑦⑧⑨に応じて設定を変更します。
13

ステップ①：本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

パターン③  ログイン名 ：非メールアドレス型

 メールアドレス： freeeサインと異なるアドレス

＜対処方法＞※以下のいずれかひとつを実施してください

①ログイン名をfreeeサインと同じメールアドレスに変更する

②メールアドレス欄のアドレスをfreeeサインと同じメールアドレスへ変更する

③freeeサインのアカウントを、メールアドレス欄と同じアドレスに変更する
＜変更方法FAQはコチラ ※ 【メールアドレスを変更する場合】欄参照＞

パターン⑦  ログイン名 ：freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス：未登録

＜対処方法＞※以下のいずれかひとつを実施してください

①ログイン名をfreeeサインと同じメールアドレスに変更する
※ログイン名に登録していたメールアドレスは必要に応じて
メールアドレス欄に登録してください。

②freeeサインのアカウントを、ログイン名と同じアドレスに変更する
＜変更方法FAQはコチラ ※ 【メールアドレスを変更する場合】欄参照＞

パターン⑧  ログイン名 ： freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス： freeeサインと異なるアドレス

＜対処方法＞

①ログイン名をfreeeサインと同じメールアドレスに変更する

②freeeサインのアカウントを、ログイン名と同じアドレスに変更する
＜変更方法FAQはコチラ ※ 【メールアドレスを変更する場合】欄参照＞

パターン⑨  ログイン名 ：freeeサインと異なるアドレス

 メールアドレス：freeeサインと同じアドレス

＜対処方法＞

①ログイン名とメールアドレス欄のアドレスを入れ替える

②ログイン名をfreeeサインと同じメールアドレスに変更する
※ログイン名に登録していたメールアドレスは必要に応じて
メールアドレス欄のアドレスと入れ替えてください。

③freeeサインのアカウントを、ログイン名と同じアドレスに変更する
＜変更方法FAQはコチラ ※ 【メールアドレスを変更する場合】欄参照＞

https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/7117884242841
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/7117884242841
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/7117884242841
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/7117884242841
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＜概要②＞

cybozu共通管理にて“管理者” であることと、kintone共通管理のアクセス権限の設定は異なります。

※管理者としては登録するが、アプリの作成等は制限するなどの組み合わせも可能です。

そのため事前にkintone共通管理メニューより、本設定を実施する管理者ユーザーの

次ページを参照しアクセス権限設定をご確認ください。

なお、kintoneコネクタからアプリを作成する場合、スペースに所属しないアプリとして作成しますので、
kintone管理メニューの「その他」欄「利用する機能の選択」より、「スペースとピープル」欄の
「スペースに所属しないアプリの作成を許可」するを有効にしてください。

14

ステップ①： 本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

14

1
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ステップ①： 本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”と“アクセス権“を確認する

15
1.「kintoneシステム管理」ページの左側メニューから「権限」欄より「アクセス権」を選択します。

2.「アクセス権」のページより、本設定を実施する管理者ユーザー対して「アプリの作成」権限が

優先して有効となるように設定しているかを確認し、必要に応じて設定を変更してください。

※アクセス権限の詳細にや設定方法についてご不明な点がございましたら、kintoneの専門的な設定内容により、

お手数でございますがcybozu社へお問合せください。

1

2
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- 目次に戻る -

済

はじめに
ステップ①

終了

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

次回は：ステップ②： freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する

ステップ①： cybozu共通管理から本設定を実施するアカウントの“ユーザー情報”を確認する
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- 目次に戻る -

済

はじめに
ステップ②

開始

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

ステップ②：freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する
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＜概要＞

kintoneコネクタからfreeeサインを利用して文書を作成するアプリは、以下の2種類あります。

①ファイルから文書作成アプリ ＝ 自分・相手方共に署名押印を必要としない場合

ローカルに保存した帳票ファイルなどのPDFファイルを

アップロードして送信する場合に利用します。

※kintoneコネクタに最初から登録されています。初回のみkintoneコネクタよりアプリの作成を実施いただく必要があります。

本アプリは1個のみ作成可能です。

②テンプレートアプリ ＝ 署名押印を必要とする（自分・相手方のみの場合も含む）

freeeサインに登録した文書（契約書など）のテンプレートを利用して

文書ファイルの作成と送信をする場合に利用します。

※freeeサインにテンプレートの登録を行うことで、kintoneコネクタに表示されアプリの作成が行えます。

ご利用いただく場合には、初期設定を実施する前に、次ページの手順でfreeeサインにテンプレート登録がされているかを

ご確認のうえ、未登録の場合には接続設定を実施する前にテンプレートの登録を行ってください。

18

ステップ②： freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する

18
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1.freeeサインにログインします。

https://ninja-sign.com/users/sign_in

ステップ②： freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する

19

https://ninja-sign.com/users/sign_in
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1.左側メニューより「テンプレート管理」を選択します。

2.一覧にkintoneで利用するテンプレートが表示されているかを確認します。

※フォルダが表示されている場合は、フォルダを開いて確認してください。

ステップ②： freeeサインにテンプレート登録しているかを確認する

20

＜未登録の場合＞
以下のFAQを参照いただき、テンプレートの登録を
実施してください。

▼テンプレートを登録する（PDF）
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6492899515929

相手方が2名以上の場合
▼テンプレートを登録する（PDF）【三者間以上】

freeeサインのプランがLightプラン・LightPlusプラン・Proプラン・
ProPlusプランの場合は、Wordテンプレートもご利用いただけます。

※ご利用いただいているプラン名がご不明の場合は、freeeサインへログイン後、
右上の  アカウントボタンをクリックしてご確認ください。

▼テンプレートを登録する（Word）
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6469476165785

1

2

https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6492899515929
https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6469476165785
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- 目次に戻る -

済

はじめに

ステップ②

終了

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

次回は：ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定
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- 目次に戻る -

済

はじめに

ステップ③

開始

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定
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＜概要＞

ご利用のKintone環境で”IPアドレス制限“を設定している場合、kintoneコネクタの

IPアドレスの登録が必要です。

※登録しないと、kintoneコネクタとkintoneを連携する際に、

「kintone情報が正しくありませんでした」と表示され、設定を進める事ができないため

ご留意ください。

・IPアドレス制限を実施している場合は、次ページへ進み登録を実施してください。

・IPアドレス制限を設定していない（“すべてのIPアドレスを許可” ）設定となっている場合は、

本設定は不要です。ステップ④へお進みください。

・IPアドレス制限を設定しているかがご不明の場合は、次ページに進んで確認してください。

ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定

23
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1.「cybozu.com共通管理」ページを表示し、左側「システム管理」欄より

「アクセス制限」を選択します。

2.「今すぐ設定する」をクリックします。

ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定

24

2

1
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1.「IPアドレス制限」欄を確認します。

「すべてのIPアドレスを許可」と表示されていれば本設定は不要です。ステップ④へお進みください。

「すべて拒否」「一部許可」の場合、以下のIPアドレスを登録してください。

▼登録するIPアドレス：34.84.168.93 CIDR：24

25

ステップ③： KintoneにIPアドレス制限を設定している場合の確認と設定

25

＜登録方法がご不明の場合＞

誠に恐れ入りますがkintone側の専門設定により。

弊社にてご案内を行うことができかねます。

お手数でございますが、cybozu社へお問合せください。1

※＜接続設定＞ステップ②で“kintone情報が正しくありませんでした”と表示され、本ページを

再確認し設定された方は、P44より再開してください。
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- 目次に戻る -

済

はじめに

ステップ③

終了

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

次回は：ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する
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- 目次に戻る -

済

はじめに

ステップ④

開始

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する
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＜概要＞

初期設定およびテンプレートアプリの作成には、 kintoneコネクタにログインして実施いたします。

kintoneコネクタをご利用いただくにあたりユーザの登録が必要です。

次ページへ進み登録を実施してください。

※アプリの作成および設定完了後は、kintoneコネクタを利用せずkintoneより操作可能です。

ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する

28
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1.「 ▼kintoneコネクタ ログイン画面」欄のURLを開きます。

※URLはfreeeサイン担当者よりご契約開始までにメールにてご案内いたします。

万が一届いているご案内にURLの記載がされていない場合は、お手数おかけし誠に恐縮でございますが、

メールをお送りしている担当者、またはfreeeサインカスタマーサポート（メール・チャット・電話）までお問合せください。

＜freeeサインカスタマーサポート＞

営業時間：平日のみ（年末年始を除く）

午前：10:00～12:00 午後：13:00～17:00

お問合せ方法

メール ：support@freee-sign.com 宛にお問合せください。

チャット：freeeサインログイン後、右下に表示されている吹き出しマーク をクリックし、「メッセージを送信」をクリック。

「メッセージを送信」欄にお問合せ内容を入力して「Enter」キーを押下してください。

※お問合せウインドウが表示されない場合はブラウザの更新を実施してお試しください。

電話 ：freeeサインへログイン後、左側メニュー下部の「電話でのお問合せ」欄をご確認ください。

29

ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する

29

mailto:support@freee-sign.com
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ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する

30
1.左下に表示されている「ユーザを登録」をクリックします。

※ユーザ登録後のログイン画面のため、以下のページをお気に入り（ブックマーク）へ登録することを推奨しております。

1



Copyright © 2022 freee sign Inc. All Rights Reserved. 31

ステップ④： Kintoneコネクタのユーザー登録を実施する

1.A～D欄を入力します

2. ボタンをクリックします。 と確認が表示されるので

「はい」をクリックします。 ※まだ本登録は完了していませんのでご留意ください

31

D

B

2

1

＜姓・名・会社名＞
kintoneコネクタを利用する
担当者の情報を入力します。

kintoneコネクタへログインする
メールアドレスを登録します。

※freeeサイン・kintoneと
同じである必要はありません。

テナントIDの自動作成の をクリックして
を付けます。

A

B

C

 「kintoneコネクタ」にログインするための
 専用パスワードを設定して入力します。
 ※半角の大文字・小文字・数字・記号の4種類を

組み合わせ8文字以上（32文字以内）で登録してください。

D

A

C

＜備考＞

ステップA（P35）から

本ページを参照するために

ページを移動された場合

P35へ戻る
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ステップ④： Kintoneコネクタのユーザの登録を実施する

32
1.「ユーザ登録しました。～」のポップアップが表示されたら、登録したメールアドレスの

受信ボックスを確認し、届いたメールを開きます。

2.メール本文に記載されているリンクのURLをクリックします。

3.「メールアドレス確認が完了されました」とポップアップが表示されたらとユーザ登録は完了です。

2

1

32

3
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- 目次に戻る -

済

はじめに

ステップ④

終了

事前準備 接続設定 連動設定 設定完了

次回は：接続設定＞ステップA ： freeeサインとkintoneコネクタを接続する

事前準備完了
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- 目次に戻る -

済

はじめに

済

事前準備

ステップA
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接続設定 連動設定 設定完了

ステップA：freeeサインとkintoneコネクタを接続する
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ステップA： freeeサインとKintoneコネクタを接続する

35
1.kintoneコネクタのURLを開きます。

※ユーザ登録後のログイン画面のため、以下のページをお気に入り（ブックマーク）へ登録することを推奨しております。

2.P31 で登録したメールアドレスとパスワードを入力します。※  P31（ステップ④）へ戻り確認する

3. ボタンをクリックします。

4.画面が切り替わったらログイン成功です。

1

2

3

入力

ログイン成功4

B
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ステップA： freeeサインとKintoneコネクタを接続する

36
1.同じブラウザの“新しいタブ”でfreeeサインを開きログインします。

2.Kintoneコネクタと、freeeサインにログインした2つのタブにしたら、

「kintoneコネクタ」のタブをクリックします。

1

“kintoneコネクタ“と”freeeサイン”を別のタブで表示

2



Copyright © 2022 freee sign Inc. All Rights Reserved. 37

ステップA： freeeサインとKintoneコネクタを接続する

37
1. 「連携設定」タブが選択されているので、上段「freeeサイン OAuth 2.0」欄の

「Webhookパスワード」の入力欄右端に表示されている  をクリックし、

の表示に切り替えます。

2. 「Webhookパスワード」に登録するパスワードを新しく決めて入力します。
※半角の大文字・小文字・数字・記号の4種類を組み合わせ8文字以上（32文字以内）で登録してください。

1

新しく決めて入力

2

＜備考＞

ステップE（P73）から

本ページを参照するために

ページを移動された場合

P73へ戻る
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ステップA： freeeサインとKintoneコネクタを接続する

38
1.入力したパスワードが作成条件を満たしているかを確認します。

※半角の大文字・小文字・数字・記号の4種類を組み合わせ8文字以上（32文字以内）

2.入力したパスワードをメモ帳等に控えます。

3.必ずメモに控えたパスワードと相違がないかを確認してください。

本項で設定したパスワードは最後の設定時に入力いたします。

失念された場合には再確認を行えないため、連携を解除して再設定が必要となりますのでご留意ください。

ここに登録したパスワードは
最後の設定箇所（freeeサインの
Webhook）設定時にも入力します。

入力したパスワード
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1.準備が整ったら ボタンをクリックします。

2. ボタンをクリックします。

3. ボタンの表示に変わりfreeeサインとの連携は成功です。

ステップA： freeeサインとKintoneコネクタを接続する

39

1

2

3

入力したパスワードが表示
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済

はじめに
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事前準備

ステップB

開始

接続設定 連動設定 設定完了
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 「サブドメイン」に接続するkintoneのドメインを入力します。

※ドメインはkintoneログイン画面

または「cybozu.com共通管理」ページよりご確認いただけます。

入力後、以下の画面に展開

ドメイン

1

一部分だけのURLが表示

42
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 「OAuthクライアントの追加」の文字をクリックします。

2. 新しいタブで「OAuthクライアントの追加」の画面が表示されます。

3. Kintoneコネクタの画面に切り替えます。

※ドメインはkintoneログイン画面

または「cybozu.com共通管理」ページよりご確認いただけます。

ドメイン

1

新しいタブで表示2

3

一部分だけのURLが表示

43
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. Kintoneコネクタ「クライアント名」欄右端の （コピー）ボタンをクリックします。

2. 「OAuthクライアントの追加」画面に切り替えます。

3. 「クライアント名＊」の入力欄に貼り付けます。

4. 「kintoneコネクタの画面」に切り替えます。

ドメイン

3

4 2

Kintoneコネクタからコピー はりつけ

一部分だけのURLが表示

1

44
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. Kintoneコネクタ「リダイレクトエンドポイント」欄右端の （コピー）ボタンをクリックします。

2. 「OAuthクライアントの追加」画面に切り替えます。

3. 「リダイレクトエンドポイント＊」の入力欄に貼り付けます。

4.   ボタンをクリックします。

ドメイン

2

3

4

Kintoneコネクタからコピー はりつけ

貼り付けたクライアント名が表示

一部分だけのURLが表示

1

45
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 画面下部に追加された「kintone ｘ freeeサイン」の右側 の文字をクリックします。

2. 「Kintone x freeeサインとの連携を利用するユーザーの設定」画面が表示されます。

1

2

46
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 管理者のが所属している組織から、本設定を実施している管理者ユーザーの

をクリックして （チェック）を付けます。

※kintone連携を利用するメンバーユーザーを同様にチェックを付けます。

※メンバーは後から設定可能ですが、設定を実施している管理者ユーザーは必ずチェックを付けてください

2.  ボタンをクリックします。

3

1

2

47
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 続いて「kintone ｘ freeeサイン」の右端 （編集）ボタンをクリックします。

2. 「 kintone ｘ freeeサインの編集」画面が表示されます。

3. 何もせず「kintoneコネクタ」の画面に切り替えます。

3

1

2

※本画面を閉じてしまった場合は、「cybozu.com共通管理メニュー」

-左側メニューの「外部連携」欄より「OAuth」を選択して表示してください。

貼り付けたリダイレクトエンドポイントのURLが表示

コピーする“クライアントID”が表示

コピーする“クラインアントシークレット”が表示

認可エンドポイントのURLが表示

トークンエンドポイントのURLが表示

48
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 「 kintone ｘ freeeサインの編集」画面の「クライアントID」欄右側の英数字をコピーします。

2. 「kintoneコネクタ」の画面に切り替えます。

3. 「クライアントID」の入力欄に貼り付けます。

4. 「 kintone ｘ freeeサインの編集」画面に切り替えます。

ドメイン

2

3

4

今後はこちらからコピーKintoneコネクタにはりつけ

コピーする“クライアントID”が表示

コピーする“クラインアントシークレット”が表示

認可エンドポイントのURLが表示

トークンエンドポイントのURLが表示

1

クライアントIDを選択するときは、

ダブルクリックではなく、

3回（トリプルクリック）すると全部選択できます。

一部分だけのURLが表示

貼り付けたリダイレクトエンドポイントのURLが表示

49
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 「クライアントシークレット」欄右側の英数字をコピーします。（※今度はダブルクリックで全選択できます）

2. 「kintoneコネクタ」の画面に切り替えます。

3. 「クライアントシークレット」の入力欄に貼り付けます。

4. 「 kintone ｘ freeeサインの編集」画面に切り替えます。

ドメイン

2

3

4

もう一度こちらからコピーKintoneコネクタにはりつけ

コピーする“クライアントID”が表示

コピーする“クラインアントシークレット”が表示

認可エンドポイントのURLが表示

トークンエンドポイントのURLが表示

1

一部分だけのURLが表示

貼り付けたリダイレクトエンドポイントのURLが表示

貼り付けた“クライアントID”が表示

50
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ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 「 kintone ｘ freeeサインの編集」画面の  ボタンをクリックします。

2. 「kintoneコネクタ」の画面に切り替えます。

3.    ボタンをクリックします。

ドメイン

2

1

2

コピーする“クライアントID”が表示

コピーする“クラインアントシークレットが”表示

認可エンドポイントのURLが表示

トークンエンドポイントのURLが表示

貼り付けたリダイレクトエンドポイントのURLが表示

51
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kintone情報が正しくありませんでした

52

ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. 接続が開始され確認のポップアップ画面が表示されたら

 をクリックします。

2. 接続完了後「kintoneコネクタ」からログアウトされ、ログインページに戻ります。

1

2

上記の表示が出た場合は、IPアドレス制限設定を

再確認してください。＜事前準備＞ステップ③へ

52



Copyright © 2022 freee sign Inc. All Rights Reserved. 53

ステップB： kintoneとKintoneコネクタを接続する

1. Kintoneコネクタにログインし、以下の画面通り両方共に

 と表示されたら成功です。

続いては、テンプレートアプリの作成を実施します。

53
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1.「kintoneアプリ」タブをクリックします。

2.「保存先フォルダ」の をクリックし、freeeサインに保存する先のフォルダを選択します。

※フォルダを未作成の場合はrootを選択してください。

1

2

ステップC： Kintoneコネクタからfreeeサインに登録したテンプレートのアプリを作成する

1

2

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示

56

freeeサインにフォルダを作成する方法は

ヘルプページ（▼フォルダを作成する）を

ご参照ください。

https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6435208341017


Copyright © 2022 freee sign Inc. All Rights Reserved. 57

1.  ボタンをクリックします。
57

ステップC： Kintoneコネクタからfreeeサインに登録したテンプレートのアプリを作成する

1

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示
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1. とポップアップが表示され、 から ボタンへ

表示が変わりアプリの作成は成功です。

※接続設定は完了です。続いて作成したアプリを動作させるため、“連動設定”に進みます。

58

ステップC： Kintoneコネクタからfreeeサインに登録したテンプレートのアプリを作成する

1

※アプリの作成に失敗する場合は以下を確認して

ください。

・freeeサインに登録した該当テンプレートへ

入力項目・押印を登録していない場合

（事前準備：ステップ②参照）

※最低1つの入力項目または押印の設定が必要です。

入力項目・押印を必要としない文書ファイルの作成・送信は、

「ファイルから文書作成」アプリをご利用ください。

・入力項目を設定しているが作成に失敗する

▼プルダウンの入力項目を登録している場合

①プルダウンの選択リストに文字の先頭に空白が

入力されているリストが存在している。

先頭の空白を削除して入力項目を更新してください。

②185文字以上で入力されているリストが存在している。

184文字以内（※freeeサイン仕様）に修正して

更新してください

ヘルプぺージ：▼入力項目を追加・確認・編集する

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示

https://support.freee.co.jp/hc/ja/articles/6555092994457
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1.作成したテンプレートアプリの「kintoneのWebhook URL設定」欄の

 をクリックします。 ※新しいタブで「Webhookの追加」画面が表示されます。

61

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

1

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示

複数アカウントをご利用の場合

アカウントを切り替えてご利用されている場合、

上記の画面が表示される場合があります。管理

者権限ユーザーでkintoneにログインしなおし

てご確認ください。
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1.作成したテンプレートアプリの「kintoneのWebhook URL設定」欄の

 をクリックします。

62

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

Kintoneコネクタからコピー はりつけ

1 3

4

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示

2
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1.作成したテンプレートアプリの「kintoneのWebhook URL設定」欄の

 をクリックします。

63

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

2

Kintoneコネクタからコピー はりつけ

1 3

4

作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示
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1.「通知を送信する条件」欄より、以下の3つの  をクリックして を付けます。

・レコードの追加 ・レコードの編集 ・レコードの削除

2.  ボタンをクリックします。

64

64

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

1

2

＜ご注意＞

「コメントの書き込み」

「ステータスの更新には」

絶対にチェックを付けないでください。

kintoneコネクタから貼り付けたWebhook URL
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1.“Webhookが追加されました。“と表示され、以下の画面に推移します。

2.左下に表示されている ボタンをクリックします。

65

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

1

2

＜ご注意＞

「アプリの更新」を実施するまで、

保存したWebhookの設定は反映しません。

ここで画面は閉じずに、必ず本手順を

最後まで実施してください。

kintoneコネクタから貼り付けた
Webhook URL
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1.「アプリの設定」画面に推移されたら、右上に表示されている ボタンをクリックします。

2.確認メッセージが表示されるので、 ボタンをクリックします。

※更新に時間がかかる場合は、何も操作せずにレコード一覧の画面が表示されるまでお待ちください。

更新途中で画面を切り替えてしまうと正常に設定が反映しない場合がありますのでご注意ください。

66

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

1

2
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1.アプリの更新が完了すると、レコードの一覧が表示され設定は成功です。
67

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhook URLを登録する

1



68

- 目次に戻る -

済

はじめに

済

事前準備

済

接続設定

ステップD

終了

連動設定 設定完了

次回は：ステップE ： freeeサインの設定にWebhookを登録する

ステップD：作成したテンプレートアプリにWebhookを登録する
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- 目次に戻る -

済

はじめに

済

事前準備

済

接続設定

ステップE

開始

連動設定
もうすぐ

設定完了

ステップE：freeeサインの設定にWebhookを登録する
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1.freeeサインの画面に切り替えます。

2.右上の歯車 （設定）ボタンをクリックします。

3.「インテグレーション」欄より「Webhook」をクリックします。

ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

70

1

3

2
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1.「Webhook設定」の「URL」欄の右下に表示されている をクリックします。

ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

71

1
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1.「kintoneコネクタ」の画面に切り替えます。

2.「必ずアプリのWebhook URLを設定してください」欄に表示されている左側の

下から2行目「freeeサイン＞Webhook URL」欄右端の （コピー）ボタンをクリックします。

3.freeeサインの画面へ切り替えます。

4.「URL」の入力欄へ貼り付けます。

ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

72

3

4

1

2作成したアプリにコピーする“Webhook URL”の一部が表示

freeeサインの設定にコピーする“Webhook URL”の一部が表示
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1.「不正リクエスト対策パスワード」欄へP37（接続設定ステップA ）でメモに控えた

Weｂhookパスワードを入力します。

ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

73

1

kintoneコネクタから貼り付けたWebhook URL

P37でメモに控えた
パスワードを入力

＜パスワードをメモに控えた設定場所＞

接続設定ステップA：P37を確認する

マニュアルページを確認する

＜ご注意ください＞

相違したバスワードでも登録自体はできてしまいますが、

kintoneからテンプレートアプリで文書を作成（※レコー

ド作成）した際に、レコードの「保存」ボタンを押下後に

パスワードが一致しないため「文書作成」ボタンが表示さ

れません。

＜パスワードを失念してしまった場合は＞

接続設定でkintoneコネクタとfreeeサインの連携を解除し、

新しいパスワードを登録して再連携してください。

接続後、本画面で登録したパスワードを入力してください。
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1.「トリガーイベント」欄の「文書状態の変更」の をクリックして を付けます。

2. ボタンをクリックします。

ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

74

kintoneコネクタから貼り付けたWebhook URL

＜補足＞

を付けることで、受領者（相手方）が署名合意を

実施した場合、締結等を実施した場合に

freeeサインとkintoneでのステータスが一致するように

同期させる重要な設定です。

入力した不正リクエストパスワード（Webhookパスワード）

1

2
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ステップE： kintoneとKintoneコネクタを接続する

75

1

1.「WebhooKを登録しました」とポップアップが表示されたら設定は成功です。

＜お願い＞🙏

ボタンはクリックしなしでください。

クリックした場合、“疎通確認に失敗しました（status_code:500）”が

表示されますが、設定に問題がなくとも表示される仕様であり、動作上は

問題ございませんので、ご安心ください。

＜参考画像＞

kintoneコネクタから貼り付けたWebhook URL
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- 目次に戻る -

済

はじめに

済

事前準備

済

接続設定

ステップE

終了

連動設定

次は

操作マニュアル

設定完了

続いて操作マニュアルをご確認のうえ実際の操作をお試しください。

操作マニュアルへはkintone連携で利用できるfreeeサインの機能（できること・できない事）や、
   操作に関する留意事項を記載しておりますので、必ず事前にご確認ください。

＜アプリのフォームをカスタムされる場合＞
カスタム前にテスト操作を実施して正常に文書の作成・送信ができることを事前にご確認いただたうえで実施してください。

また、編集を実施される前に必ず別紙にて提供しておりますフォームカスタムに関する留意事項をご確認ください。
弊社ではフォームのカスタムにおいては動作保証外となりますので、あらかじめご了承ください。

初期設定完了

操作マニュアル

ステップE： freeeサインの設定にWebhookを登録する
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